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管
内
は
、
ナ
シ
や
ブ
ド
ウ
な
ど

の
落
葉
果
樹
の
栽
培
が
盛
ん
な
地

域
で
す
。
し
か
し
、
担
い
手
の
減

少
等
に
よ
り
栽
培
面
積
や
生
産
量

の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
担
い
手
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
中
、
伊
万
里
梨
の
産
地
と

し
て
の
未
来
、
地
域
の
樹
園
地
の

将
来
を
今
の
う
ち
に
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
は
で
き
な

い
こ
と
も
、
集
落
の
皆
さ
ん
で
一

緒
に
考
え
る
こ
と
で
改
善
策
や
解

決
策
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

大
川
町
立
川
地
区
お
よ
び
南
波

多
町
府
招
上
地
区
で
は
、
中
間
管

理
事
業
を
活
用
し
た
園
地
流
動
化

に
取
り
組
ま
れ
、
現
在
で
は
地
元

以
外
か
ら
で
も
「
ナ
シ
栽
培
を
や

り
た
い
」
と
い
う
人
を
研
修
生
と

し
て
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
自
分
た
ち
の
地

域
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
樹
園
地

が
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
を
、
集

落
全
体
で
話
す
機
会
を
作
り
ま
せ

ん
か
。
そ
し
て
、
な
り
た
い
姿
に

向
か
っ
て
い
く
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
を
、
集
落
の
皆
さ
ん
と
関

係
機
関
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

樹
園
地
の
将
来
に
つ
い
て

樹
園
地
の
将
来
に
つ
い
て

集
落
の
み
な
さ
ん
で

集
落
の
み
な
さ
ん
で

話
す
機
会
を

話
す
機
会
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
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10年後の園地の予想図



中中ナ
カ
ナ
カ

田田ダダ

の
タ
カ
ナ

の
タ
カ
ナ

〜
女
性
の
活
躍
で
収
穫
も
あ
っ
と
い
う
ま
〜

〜
女
性
の
活
躍
で
収
穫
も
あ
っ
と
い
う
ま
〜

肉
用
牛
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

肉
用
牛
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、

を
活
用
し
、

肉
用
牛
一貫
経
営

肉
用
牛
一貫
経
営
をを
始始
め
ま
せ
ん
か
！

め
ま
せ
ん
か
！

令
和
元
年
11
月
21
日
、
伊
万
里
市

波
多
津
町
に
Ｊ
Ａ
伊
万
里
肉
用
牛
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
ま
し

た
。
本
セ
ン
タ
ー
は
、
素
牛
の
価
格

が
高
騰
し
、
肥
育
牛
農
家
の
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
た
め
、
肥
育
牛
農
家

自
ら
が
子
牛
生
産
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
施
設
で
す
。
繁
殖
雌
牛
と
子
牛

を
預
か
り
、
肥
育
素
牛
と
し
て
子
牛

伊
万
里
市
二
里
町
の
中
田
集
落
で
は
、

水
稲
の
玄
米
品
質
の
向
上
や
鳥
獣
害
対

策
、
地
域
と
の
交
流
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。令
和
元
年
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
、
集
落
内
女
性
を

中
心
に
タ
カ
ナ
の
栽
培
に
挑
戦
さ
れ
ま
し

た
。
栽
培
期
間
中
は
集
落
内
女
性
と
機
械

利
用
組
合
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
役
割
分
担

を
さ
れ
、
機
械
作
業
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、

追
肥
作
業
や
収
穫
作
業
は
女
性
が
中
心
と

な
り
行
う
な
ど
、
作
業
ご
と
に
役
割
を
明

確
に
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
１
年
目

と
い
う
こ
と
も
あ
り
面
積
は
13
ａ
と
小
面

積
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
収
量
は
10
ａ
当

た
り
４・
７
ｔ
と
地
域
の
平
均
反
収
（
4

ｔ
）
を
超
え
る
良
い
成
績
を
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
も
、
集
落
内
女
性
の
力
を
活

か
し
、
高
収
益
作
物
な
ど
の
新
規
品
目
導

入
や
面
積
拡
大
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
集
落
営
農
組
織
の
経
営
発
展
や
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

タカナ作業に集まった皆さん

タカナの追肥作業の様子

を
肥
育
牛
農
家
に
返
し
ま
す
。
空
き

牛
舎
を
活
用
し
た
県
内
初
の
取
り
組

み
で
、
現
在
、
４
戸
の
農
家
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
牛
は
セ
ン
タ
ー

で
生
ま
れ
た
子
牛
と
生
後
３
ヶ
月
齢

の
子
牛
を
預
か
っ
て
お
り
、稼
働
後
、

7
頭
の
子
牛
が
生
ま
れ
、
母
牛
、
子

牛
合
わ
せ
て
の
べ
33
頭
が
入
所
し
て

い
ま
す
（
５
月
末
現
在
）。

子牛への哺乳

運動中の牛たち
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普
及
セ
ン
タ
ー

普
及
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

紹
介
紹
介

西
松
浦
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
米
づ
く
り
情
報

な
ど
の
技
術
情
報
や
梨
の
農
業
研
修

生
募
集
案
内
、
中
型
哺
乳
類
対
策
の

手
引
き
等
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
随
時
更
新
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取

り
機
能
を
利
用
し
て
、
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

伊
万
里
市
大
川
町
で
キ
ュ
ウ
リ
を
栽

培
さ
れ
て
い
る
中
山
道
徳
氏
は
、
ヤ
シ

ガ
ラ
培
地
に
よ
る
隔
離
培
地
養
液
栽
培

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
養
液
栽
培

と
は
、
肥
料
を
水
に
溶
か
し
た
培
養
液

を
使
用
し
て
作
物
を
育
て
る
方
法
で
、

土
を
使
用
し
な
い
の
が
最
大
の
特
徴
で

す
。
養
液
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

土
づ
く
り
や
ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
作
業
が

必
要
な
い
こ
と
、
病
害
虫
の
発
生
が
少

な
い
こ
と
、
清
潔
な
環
境
で
作
業
を
行

え
る
こ
と
、
再
現
性
の
高
さ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

中
山
氏
は
、
平
成
30
年
12
月
か
ら
養

液
栽
培
シ
ス
テ
ム
を
導
入
さ
れ
、
慣
行

の
土
耕
栽
培
と
同
等
の
40
ｔ
／
10
ａ
の

収
量
を
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

養
液
栽
培
の
面
積
を
４
ａ
か
ら
10
ａ
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
新
技
術
導
入
に
よ

り
経
営
安
定
を
図
る
こ
と
で
、
担
い
手

の
確
保
や
産
地
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
と
の
思
い
を
も

っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
さ

ら
な
る
収
量
向
上
、
技
術
の
波
及
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

西松浦普及 検 索

が
利
用
で
き
な
い
場
合

は
、「
西
松
浦
普
及
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

収穫前のキュウリ

キュウリの収穫作業

ヤシガラ栽培システム

期
待
の
新
技
術
！
　
キ
ュ
ウ
リ
の
養
液
栽
培

期
待
の
新
技
術
！
　
キ
ュ
ウ
リ
の
養
液
栽
培
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私
は
佐
賀
県
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、
伊
万

里
市
木
須
町
を
中
心
に
米
麦
大
豆
等
を
約
45 

ha

栽
培
し
て
い
る
株
式
会
社
フ
ェ
ル
マ
木
須
に
法

人
就
農
し
ま
し
た
。
仕
事
で
は
、
主
に
機
械
作

業
を
担
当
し
、
水
稲
や
大
麦
の
品
質
に
こ
だ
わ

っ
た
栽
培
や
食
品
安
全
を
目
指
し
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
等

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
19
歳
で
地
区
の
生
産
組
合
長

を
務
め
、
伊
万
里
地
区
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
へ
加
入
す

る
な
ど
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
で
は
、
県
内
の
若
手
農
家

と
の
交
流
や
、
先
進
農
家
視
察
等
で
自
己
研
鑽

に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
１
人
１
課
題
で

乾
田
直
播
に
挑
戦
し
、
省
力
化
や
栽
培
技
術
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
は
数
年
後
を
目
途
に
独
立
し
、
楽
し
く

や
り
が
い
の
あ
る
職
場
作
り
を
行
い
、
信
頼
さ

れ
る
ト
ッ
プ
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
、
地

域
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
絶
賛
、
お
嫁
さ
ん
募
集
中
で
す
！

〇
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
日

第
一
回　
７
月
５
日
（
日
）〈
申
込
期
限
：
６
月
25
日
（
木
）〉

第
二
回　
７
月
29
日
（
水
）〈
申
込
期
限
：
７
月
17
日
（
金
）〉

第
三
回　
８
月
23
日
（
日
）〈
申
込
期
限
：
８
月
13
日
（
木
）〉

令
和
二
年
度

職
員
紹
介

職
員
紹
介

佐
賀
県
農
業
大
学
校

佐
賀
県
農
業
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か
!!!!

前
　
列
（
右
か
ら
）

田
　
﨑
　
誠
　
也

（
野
菜
・
花
き
）

東
　
島
　
敏
　
彦

（
副
セ
ン
タ
ー
長
）

田
　
中
　
俊
　
朗

（
セ
ン
タ
ー
長
）

井
　
上
　
一
　
輝
（
畜
産
）

中
　
列
（
右
か
ら
）

野
　
口
　
真
　
弓
（
果
樹
）

前
　
山
　
美
　
和
（
果
樹
）

藤
　
井
　
美
　
沙
（
経
営
）

西
　
村
　
尚
　
子
（
経
営
）

德
　
久
　
未
　
来

（
野
菜
・
花
き
）

後
　
列
（
右
か
ら
）

坂
　
本
　
紀
　
子
（
作
物
）

友
　
澤
　
佑
　
斗
（
作
物
）

岡
　
田
　
眞
　
尚
（
畜
産
）

田
　
中
　
理
　
沙

（
野
菜
・
花
き
）

下
古
場
　
稜
　
一

（
野
菜
・
花
き)

※
田
中
理
沙
、
下
古
場
稜
一
は
、

東
松
浦
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
が
本
務

マ
イ
ド
リ
ー
ム

マ
イ
ド
リ
ー
ム

マ
イ
ド
リ
ー
ム

Vol.

1
Vol.

3

令
和
３
年
度
学
生
募
集

入
試
区
分

願
書
受
付
期
間

試
験
日

合
格
発
表
日

推
薦
入
試

令
和
２
年

８
月
31
日
㈪
〜

９
月
15
日
㈫

令
和
２
年

10
月
２
日
㈮

令
和
２
年

10
月
19
日
㈪

一
般
入
試

一
次

令
和
２
年

11
月
９
日
㈪
〜

11
月
25
日
㈬

令
和
２
年

12
月
11
日
㈮

令
和
３
年

１
月
７
日
㈭

吉田 大嗣 氏（伊万里市）

問い合わせ：農業大学校養成部
0952-45-2144
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